



第 157 回大阪労演例会 
開催期間 :1960 年 8 月 10 日〜 20 日
会　　　場 : 産経会館
作者原作者 : 小林　勝















































第 158 回大阪労演例会 
開催年月 :1960 年 9 月 3 日〜 8 日
会　　　場 : 大阪毎日ホール
作者原作者 : 石原慎太郎












































第 177 回大阪労演例会 
開催年月 :1961 年 11 月 9 日〜 18 日
会　　　場 : 産経会館
作者原作者 : 久保　栄







すらまい進する姿を描く。大阪労演は 2 部構成の本作を 2 ヶ月連続で例会に取り上げ、大きな反響を呼んだ。
「火山灰地　第二部」劇団民芸
第 178 回大阪労演例会 
開催年月 :1961 年 12 月 5 日〜 15 日
会　　　場 : 産経会館
作者原作者 : 久保　栄





























20-1　 劇団機関誌『民芸の仲間』第 56 号
20-3　32・33 頁























地」の第一部を大阪で上演している。日本のリアリズム演劇の代表作として、 つの伝説的な地位にあ 記念すべき戯曲である。それが初演（昭和十三年）された当時の社会環境から生まれた感動という歴史的意味を今日うずめることは、むずかしいが、そ にしてもこの透明で成熟した民芸の舞台から熱っぽいある種の共感をよびさますものがある。　
戯曲は実に立体的で明らかに





ある農村が舞台。自然と人間との作り出す脅威にさらされながら人々は、ひしめきあって生きていた。農業試験場長の雨宮（滝沢修）は火山灰地の反当たり収穫量を高める研究に没頭している。その研究の結果、これまでの学界を支配していた定説をくつがえそうとするのだが、官僚制度、さらに学バツと う岩に真っ向からぶつかり、そ 主張を貫くことはむずかしい。それに学会の権威者であ 滝本博士（大滝秀治）は、彼の妻照子（細川ちか子）の父であり、そんな関係も家庭の悲劇をはらん 、彼にからまってくる。　
こうした雨宮の農業試験場と
交互に、舞台で展開され のは、農民と炭焼きの人たちの生態である。会社肥料を使わなければ資金の融通を得られない農民、女地主と戦う炭焼き そして泉治郎（内藤武敏） としの （吉井利子） の恋愛などの格闘が、雨宮の底辺となってドラマチックに積み重なって行く。序幕の歳の市の場は、思い切って晴れやかな
演出（村山知義）だが、次第に沈うつさを増し、どちらかといえばその手法は、オーソドックスで直線的だ。　
舞台は、すべての人間像が鮮
明で、みんなが生きているという実感の迫ってくるような出来である。とくに終幕の火山灰いっぱいふくんだきり雨の降る庭で、あらゆる苦悩と迷いを身につけた雨宮が娘の玲子と引込む場面は、も とも感銘深い。その雨宮を滝沢は、一途な学者かたぎという面から なく、父として、また夫としての人間をあざや にとらえている。このほか宇野重吉の百姓がやはり印象に残る。　
ただ各幕が巧みにまとまって

















1961 年 11 月 25 日
『社会タイムス』















ときの苦労がいまでも活きている、といえる演技だろう。初演の時の印象があざやかに、今度の公演を見て る時によみがえってきた であ 。真実あるがために苦しみながらも斗う雨宮の姿を的確に表現しているのは、新劇 演技 正攻法による一つの典型 示している…と えよう。細川ちか子の妻照子が、こ ような境遇にそだち家というものに囲まれた中に生きて く女性 姿も、見事に描きだしている。宇野重吉の詩の朗読は、他の追従を許さない味をもって、まず観客を劇のイメージへとさそ こむ力量をもっている。庄作とう役も宇野の形象化 よって
役の印象を深めている。奈良岡朋子（足立キミ）内藤武敏（泉治郎）吉行和子（妹しの）鈴木瑞穂 市橋達二）山内明（新聞記者三宅鉄也）清水和子（雨宮の娘玲子）などの演技が非常にはっきりとし伝わってくることも、民芸 成長を物語っている。　
ベテラン級の北林谷栄（駒井タ




めて演出したのだが、この アリズムの系列の戯曲を演出 上では、他に求められな 演出者といえるだろう。いままで発表された村山の久保に対する評価には問題があるが、この戯曲、この演技陣をもって、村山もこ 作品ができたともいえるだろう。　
十二月には第二部が引き続いて







































その感動を押さえることができずに土田と築地の近くの食堂で夜遅くまで話し合い、そのあと築地小劇場に帰って客席で夜 明かし、翌二十七日の昼は第二部の舞台稽古を見、夜に第二部の初日 舞台を見て、その晩 汽車で大阪に帰ってきた。これは、私 演劇生活なかでも忘れることの きないことの一つであった。　
その感動の質については、当時























第 181 回大阪労演例会 
開催年月 :1962 年 2 月 5 日〜 15 日
会　　　場 : 大阪毎日ホール
作者原作者 : 田中千禾夫

















































第 184 回大阪労演例会 
開催年月 :1962 年 5 月 14 日〜 24 日
会　　　場 : 大阪毎日ホール
作者原作者 : 福田善之














































られていた。しかし単独発行となった 23 号（’51 年 2 月）からは『労演』


















第 203 回大阪労演例会 
開催年月 :1963 年 12 月 3 日〜 13 日
会　　　場 : サンケイホール
作者原作者 : 木下順二























































第 209 回大阪労演例会 





















































第 210 回大阪労演例会 























































第 225 回大阪労演例会 
















































第 250 回大阪労演例会 




















この例会では会費 550 円に設定されているが、1967 年当時の









































第 260 回大阪労演例会 




出　　　演 : 神山　寛／袋　正／福田豊土／佐伯赫哉／ 
早川純一 他
演　　　出 : 岩淵達治・木村鈴吉
1968 年 3 月 21 日に世界一斉上演された本作は、








































第 271 回大阪労演例会 

















































第 272 回大阪労演例会 











































































第 273 回大阪労演例会 
開催年月 :1969 年 4 月 8 日〜 19 日
会　　　場 : サンケイホール
作者原作者 : 森本　薫





















































110-1　「女の一生」公演案内パンフレット（別公演）　左上に使用の写真は撮影 : 秋山庄太郎、 秋山庄太郎写真芸術館
110-2　裏面
文学座は公演劇場問題により 1956 年を期に大阪労演の例会から離れていたが、ようやく ’64 年 8 月例会に「欲望という名の電車」

















第 274 回大阪労演例会 
































































第 171 回大阪労演例会 
開催年月 :1961 年 7 月 12 日〜 23 日
会　　　場 : 朝日会館
作者原作者 : 東川宗彦
















あり、なかでも関西芸術座との関係は強く、1960 年代だけでも「牛」（’60 年 11 月）「はたらき蜂」









































昨年登場してきた関西の新人劇作家東川宗彦の第二作「はたらき蜂」を上演した。前作「牛」が奈良の農村の現実を喜劇的にとりあげて注目されたが、今回は郵便局の貯金外務員の職場の生活を描き出した。外務員に新採用された市原が入ってくる。根が善良でお人好しの彼はとまどうばかりで、なりてのない職場委員にまつり上げられてしまう組合に いて何も知ら 彼は仲間の不満や要求を、真実と冗談の区別もわからないまま持ち出してしまう。職場大会開催の指令がくると、この支部はたちまち四分五裂ししまうという事態が出る。おそらく職場とはそうしたものだろう。作者は市原という何も知らぬ無色透明で蒸溜水み いな人間を職場にもちこみ、職場 現実で動 て行く男が、それぞれ職場でろいろ現実にぶつかっている人には、どう反応を与えていくかの状況を描き出している。各場面とも各人物の個性を巧みに描き、笑いを高めいく。　
ただ、この市原という人物
が、まじめで純粋であるというのが、現在の状況に生きている人間としては作りものの感が深い。 それと職場の上層、つまり官側と、労働組合、相手に対する批判が出てくるが、それに対す 、では何が必要で、何が中心であるかの提示が不十分のままなので、見終わったあとで、では、これからの人々の行動はどうなるだろうかについてのはっきりした予想はつかない。つり前進の態がつ まれていない点が気になるのだ。　
演出（岩田直二）は、ブレ










1961 年 7 月 13 日
『朝日新聞』夕刊





第 200 回大阪労演例会 
開催年月 :1963 年 9 月 4 日〜 13 日
会　　　場 : 大阪毎日ホール
作者原作者 : 宇津木秀甫
































































村長や役員だけにまかしておけず、 惣一郎（北見唯一）を中心に、工作に来 共産党員（浜崎憲三）の指導で貧農を組織しはじめる。そして中農といっしょになって完納を拒否しようとたたかうが、かくし田を持っている富農との対立もあり複雑な情勢となっ 。いっぽう占領軍は知事に命令してさきの「覚え書き」を取り消させる措置をとり、飯米を守るため完納はできないと最後までがんばる農民たちに百㌫の完全供米を指示してきた。　
占領軍にたいして何の力もも
たぬ政府当局の態度に げしい怒りをもった農民たちも、ジープによるリッジ少佐（高崎継義）の村への乗りこみに最後の抵抗もくずれ、ついに一月三十一日、村民たちは他村から大量のくず米を買入れて供出を完了しなければならないところへ追 つめられた。だが飯米まで供出した農民は、あすからどうしたらよ








いが、とくに主人公というような人物はない。それだけに全体の緊密な構成 動きが要求されるが、各幕とも引きしまってまとまりを見せている。またリッジ少佐が農家へふみ込み暴力をふるう第三幕第二場はさすがに盛り上がりも十分で、惣一郎の妻（新屋英子）が米俵にしがみついて泣く幕切れには、飯米すら奪われる農民の悲しみと、権力者にた するにくしみが、身内からつきあがってく ような感銘をあたえる。　
ルポルタージュを念願におい

























































ジュ戯曲であり舞台はルポルタージュ劇だと作者（宇津木秀甫）も演出家（岩田直二）も語っている。そして観客はその言葉にひかされて劇を見ている。だれかがいまの日本文化は短句文化だとヒユをこめ 書いていたが、はからずもこんどの関西芸術座公演で、それえを実証されて るような気がしたのは面白 ことだ。　
そこでその宣伝文句？ど
おりに素直に公演を見てみようと努力した。なるほど舞台は実際 起こったことを忠実に再現していく もちろんそこには事実の持つ強味が感じられるし、ある程度こ らの内部 あるものをゆり動かす〝 要素〟は出ている。しかし残念なことにそれは〝 要素〟に終わっているだけなのだ。なるほど演出は舞台中央のボン（回り舞台）をまわしたり、幕のつなぎにこの物語りの舞台になる大阪の民謡を土地の人に歌わせたりと ろいろな手を使って観客にリアルな感じをいだか ようしている。作者もあ 程度ドラマチックな盛りあがを考えて構成に頭を使っている。だが、演出者 意図
は終幕にわずかに生かされているだけであり、ドラマ自体は前半の冗慢さもあって〝 そんなことがあったのか〟という感じだけを残すにとどまっているの 。真実の持つ強さという点では終戦直後にあったラジオ番組「真 はこうだ」やテレビ番組「二十世紀の記録」の持つ、 文字通りの〝 リアルさ〟には遠くおよばない だ。　
ところで物語りは昭和
二十四年秋大阪の米どころといわれた三島郡三箇牧（さんがまき）村 起こった農民たちの供出米拒否闘争の始終を描いて る。六十年ぶりの凶作といわれた中で、当時の農民 どう考え、どう結びついていったかが物語られ、その戦いが最高権力、米占領軍 力によてどう押しきられたかがわかりやすく描か ている。　
ルポルタージュという言
葉どおり、ドラマはあくまで外面からながめられたという形で進められ いるのだ。作者も演出家もだかある一線で立ち まって人間の中にはいろうとはしていないのだと書いてしまえば、こちらの偏見だとおこられるかもしれない しかしそのとおりな 。
　
当時農民たちは自分の飯
米を守るために必死だった。しかし一方ではそれ以上の食料不足にあっ 農民ではない人間がいたのだ。 の問題が反映しないのはおかしなことである。ま このドラマにも共産党員が登場するがその描き方不足などはどういうことだろう。伊藤律の農民政策にまで話を進めなくても いだろう「供米を出すな」と言って歩くだけの彼の姿がせめて喜劇的にでもみつめられていたらこのドラマはもっと救いがあったの はないだろうか。十三日まで。大阪毎日ホール、労演例会
（浅野）





















第 266 回大阪労演例会 


































































“ 岡田メモ ” から見た大阪労演
大阪労演の事務局長だった岡田文江氏が記していた手帳。1964 年から ’69 年までの 6 冊が残っており、大阪労演内外の会議日程や














































165-1　経過報告及活動方針（案）1965 年度 165-2　6・7 頁
161-2　内面
③ 大阪労演と「サークル活動」














1980 年の第 51 回大阪地方メーデーの様子。「団結」の鉢巻をした男性が大阪労演の旗を掲げている。
168　大阪労演旗
大阪労演の旗。メーデーなどの集会で掲げられた。
169　鉢巻
こんなモノも…
